
i

はしがき

　筆者は化学工学の研究を続けていたときに、大きな疑問にぶつかり
ました。それは物を混ぜるという操作と物を分けるという操作がまった
く別々に議論されていたからです。でも考えてみて下さい。コーヒー
を飲むときにミルクを入れますが、ある人は 2～3回スプーンで混ぜた
だけで口にしますし、またある人は十数回もスプーンで混ぜてから飲み
ます。前者は 2～3回で十分ミルクとコーヒーが混ざっていると感じて
いるのに、後者は 2～3回ではミルクとコーヒーはまだ分離した状態
と感じていることを示しています。でもどちらも同じコーヒーカップ内
で生じている現象です。
　このことは混ざっているという状態と分離している状態とはお腹と背
中の関係にあることを示しています。にもかかわらず今までは物が混ざ
るという状態と物が分かれている状態を別々にとらえて議論されてきた
わけです。
　そこで筆者は、どちらの状態も同じ 1つの視点で議論するべきだと
考え、筆者らの専門分野ではなじみのない情報エントロピーという概
念を新たな視点として用いることに到達しました。その結果、物を混
ぜるという操作と物を分けるという操作に関して新たな多くの有益な知
見を得ることができました。次いで工学というものが社会そして人を幸
せにするための学問と位置付けるなら、そこに人の心理、感覚が組み
込まれなくてはならないと考え、人間の心に生じる不安感あるいは期
待感の程度を定量的に示すことのできる表示式を、情報エントロピー
の考え方に基づいて提案すること辿り着きました。
　この表示式を用いることにより、今まで説明できなかった人間の意
思決定の結果を明確に説明することができました。そこでこの表示式
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をさらに進展させることにより、我々が日常遭遇するさまざまな意思
決定を迫られる場面で最適の意思決定を行う条件を見いだすことがで
きると確信し、思考を重ねた結果を記したのが本書です。
　本書を読んでいただき、なるほどと一度でも頷いて頂ければ幸いで
す。

　2012年 11月
小川浩平



不安と期待の程度による最適意思決定
目指すな、求めるな 100％
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